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労働市場奉加が進まない場合の労働力の 資料30 
O｢就業 Jとr結婚や出産･子育て｣の｢二者択一構造｣が耶決されないなど労働市瑞への参加が進まない蟻合､ 

E]本の労地力人口は今後大きく減少 (特に､2030年以降の減少は急速)｡

重匂 豊畳盤直隠九御 重量と.希望する結婚申出産岳尋常苛の菓現を同時』塵壁できな
ければ､中長期的な経済発展を支える労働力の確保は幽艶 r=D土塁史上主上三五凪二通立退 監盈O 

-2030労働力人口は既に生まれた世代 2030- これから生まれる世代が労働力化 

‖…… MrM..., 皿且弧IA i_ 隻 …雌….,….M. 15観m慧風力 L･ - __ _
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6,5
労軸両独奉加が歳費

少 子 化の｣荒れ黄変見られない甥盾--J_.._
oQ万人謹く現在の3分

■ヨ
若者･女性･高

産 畏 【〕 
それに加えて

齢者などの労 少子化の売れ

働市場奉加の を変えなければ

喪現R=よ愚 車軸力の確保

労軸力周確贋 は同筆甚 

2006年 2050年

惜).慧霊芝諾琵琶諾 悪霊翌 等 憲 墓誌蓋認 諾 等蓋蒜宗男翌 賢諾 諾 蒜 旨品 謡 琶霊 宝岩島顧芸



｢二者択一構造｣解消のための三つの取組

～｢未来への.投資｣としての｢車の両輪｣～
 

F就労｣とF結婚.出産｣ o)二者択一構造を変え､

･女性をはじめとする働く意欲を持つすべての人の労1軸市境奉加を実現しつつ､

｢触き方の改革｣による ｢親の就労と子どもの育成の両立｣｢家庭

における子育て｣を

仕事と生活の調和の実現 包括 真鯉する枠組み 的 に

社 会 的 基 盤 ) の

(- 長 時 間労働による仕事と宮定の両立白熊や､男
業を希

( 構築

ヰ 育性 田 家 書･商児分週餌不足等r Jj硬軟 e朗
吃-保育サービ 晃 等 離 別 相 で 昔 軌 ､ こ と 在 ど によL J.戟

望 し な が ら 断 念 し た LJ ､ 希 望 す る 出 産

てを断念 し た リ L て い る 軟 況 e t c :･ 

F車の両鱒 J t_寧る羊の 2つや 申 組 牢

｢未来への投責｣としてできる限り速やかに 軌 遭 に 貴 せ る こ と が 必 要 

40 


